
経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蕨市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
法適用 水道事業 末端給水事業 A4 非設置 75,282 5.11 14,732.29 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2) － 類似団体平均値（平均値）

　経営の健全性及び効率性に係る指標を分析する
と、蕨市の経営状況はおおむね健全な状態である
といえる。
　しかし、事業を取り巻く環境としては、人口減
少や少子高齢化などによる水需要の減少が想定さ
れる中で、経年化施設の更新や近年頻発している
大規模災害に対する備えとして応急給水・応急復
旧の整備を適切に履行していく必要がある。
　このような状況の中、本年度が最終年度となっ
た蕨市水道ビジョン(後期計画)に基づき、主要管
路の耐震化や水道施設の長寿命化、応急給水体制
の整備などを計画的に行っている。併せて財政状
況についても、企業債残高の低減など健全経営に
向けた取組を推進している。今後も、新たに策定
した蕨市水道事業ビジョンに基づいて、引き続き
『将来にわたって健全な水道』の更なる強化を
図っていく。

14,715.26 【】 令和4年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 77.54 100.00 2,475 75,195

全体総括

5.11

　「①経常収支比率」は新型コロナウイルス感染
症
の流行以降、供給単価の高い営業用途の給水収益
が
減少している影響に加え、急激な物価高騰により
動力費等が増加したことから、平成21年度以来の
100%を下回る結果となった。しかしながら、「②
累積欠損金比率」は0%を継続し、「③流動比率」
についても全国平均を上回っているため、比較的
安定的な経営状況を維持しているといえる。
　また、「④企業債残高対給水収益比率」は、減
免による給水収益の減少にも拘らず、借り入れ抑
制により前年度より低下している。
　効率性の視点では、「⑤料金回収率」について
も、給水収益の減少や費用が増加した影響により
100%を下回っているが、「⑥給水原価」について
は、給水人口密度が高いことから効率的な給水を
実施できており、依然、類似団体平均よりも低い
状況にある。
　このほか、「⑦施設利用率」については、今後
も配水量の増加を見込み難い状況にあることか
ら、施設更新時には適切な施設能力を見極め、ダ
ウンサイジングを検討する必要がある。
　「⑧有収率」は、3年連続で96%以上の高水準で
推移しており、全国平均及び類似団体平均値の数
値を大きく上回っている。漏水調査や老朽管の更
新などへの積極的な投資が効果を発揮しており、
今後もこの水準を維持していくことが重要とな
る。

2. 老朽化の状況について

　「①有形固定資産減価償却率」は44%程度となっ
ており、類似団体平均と比べて施設の老朽度合い
が低い状況にあり、健全性は保たれている。
　「②管路経年化率」は管路の更新事業も進めて
いることから健全性が高く保たれており、類似団
体平均値と比較しても、大きく下回っている。
　「③管路更新率」は、施工難易度の高い箇所を
中心に更新工事を進めていることから、類似団体
と比較して低い状況にある。令和2年度と令和4年
度が例年より高くなっているのは、規模の大きい
更新工事を前年度から繰り越して実施したことが
要因である。

2. 老朽化の状況
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【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】
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経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県蕨市　市立病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

当然財務 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 130 - - ■

令和4年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 7 - 透 訓 救 輪 - - 130 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 97

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
公立病院改革に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

75,282 6,866 非該当 非該当 １０：１ 97

Ⅰ 地域において担っている役割
当院は、市内で唯一の救急病院であり、分娩できる施設として、
地域医療の重要な役割を担っている。不採算部門とされる小児科
及び小児救急も行っており、公立病院としての役割を維持してい
る。

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R04 H30 R01 R02 R03 R04R03 R04 H30 R01 R02 R03

当該値 99.4 100.1 86.0 92.0 94.5当該値 97.5 98.7 88.5 94.6 96.8 当該値 70.4 73.2 57.2 56.9 59.0当該値 91.2 91.8 77.6 83.8 86.5

平均値 84.0 84.3 80.7 82.2 81.7平均値 97.2 96.9 100.6 105.9 104.3 平均値 70.1 70.4 65.8 65.0 63.3平均値 80.4 80.6 77.1 78.6 78.1

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

令和4年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により大きく悪化
した前年度・前々年度と比較すると回復傾向にあるものの以前の
水準には戻っていない。
②修正医業収支比率は86.5％であり、類似病院の平均を上回って
いるが、減収分を補助金や一般会計負担金では補いきれず①経常
収支比率は100%を下回り純損失を計上することとなった。また、
医業収益の減少により⑦職員給与費対医業収益比率も高水準と
なっている。
なお、一般会計負担金については、基準外の繰入は行っていな
い。

2. 老朽化の状況について

H30 R01 R02 R03 R04 H30 R03 R04 ①有形固定資産減価償却率、②器械備品減価償却率は、類似病院
平均値を上回り、当院の有形固定資産は老朽化が進んでいると言
える。
今後の器械備品や設備の更新については、建物施設の耐震整備等
の進捗に併せて慎重に検討していく必要がある。

R04 H30 R01 R02

23.3 22.8 23.5 23.3 23.263.4 当該値39,028 当該値

R02 R03R01 R02 R03 R04 H30 R01

平均値 34,924 35,788 37,855 39,289

48.6 49.3 71.9 66.210,496 10,260 11,329 11,755 12,316 当該値

10,244 10,602 11,234 11,512

当該値 35,865 36,305 37,569 38,881

17.9

2. 老朽化の状況

全体総括

令和4年度は、前年度に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の
影響により経営に係る各指標が低い水準となった。⑨累積欠損金
比率は類似病院平均を下回っているものの増加傾向である。
今後は、経営の健全化のため④病床利用率の回復及び⑤入院患者1
人１日当たり収益を上げていくことで⑦職員給与費対医業収益比
率、⑧材料費対医業収益比率の改善等、効率的な病院運営に取り
組んでいく必要がある。

H30 R01 R02 R03 R04 H30

66.9 平均値 17.7 17.5 17.5 17.311,831 平均値 63.7 63.3 68.5 67.140,846 平均値

R03 R04

当該値 23.7 24.9 43.6 45.5 47.6 当該値 66.3

R02 R03 R04 H30 R01 R02R01 R02 R03 R04 H30 R01

28,361,338 27,816,215 28,021,708 28,004,331

平均値 117.1 120.5 124.2 121.6 118.9

80.0 74.9 76.8 79.9 当該値 28,072,28567.2 67.0 67.5 70.2 当該値 82.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 40,683,727 41,891,213 42,806,727 43,530,781 44,196,357平均値 71.4 71.7 72.9 73.9 74.3平均値 54.1 54.6 56.9 58.1 59.4
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①有形固定資産減価償却率
　全国・類似団体から大きく下回る水準となってい
るが、法適用前に減価償却された資産については減
価償却累計額に計上されていないことによるもので
ある。
②管渠老朽化率・③管渠改善率
　今後、法定耐用年数を超える管渠の急激な増加に
伴い、管渠老朽化率も増加していく見込みである。
そのため、施設の延命化とライフサイクルコストの
最小化を図るべく、令和元年度よりストックマネジ
メント計画に基づいた管路の計画的な改築修繕を実
施している。

2. 老朽化の状況

全体総括

今後、通常の汚水雨水管新設工事に加え、既設管渠
等の改築が控えているため、将来的に維持管理費が
増加し全体的に支出が増える見込みである。下水道
使用料の収納率を上げることによる収益増加や、不
明水対策による有収率の向上、計画的かつ効率的な
維持管理によるコストの削減などを進め、経営をよ
り健全化していかなければならない。そのため今後
は、令和2年度に策定した経営戦略に基づき財政マ
ネジメントを向上させていくとともに、令和2年度
より移行した公営企業会計の損益情報・資産情報か
ら的確に経営状況を把握・分析し、経営改善に努め
ることとしたい。

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。

72,864 4.82 15,117.01 【】 令和4年度全国平均

処理区域面積(km2) 処理区域内人口密度(人/km2) －

2. 老朽化の状況について

類似団体平均値（平均値）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　100％を上回っており、全国・類似団体と近い水準にある
が、経費回収率は100％を下回っているため、今後も経営の効
率化に努める必要がある。
②累積欠損金比率
　法適用初年度より発生していた未処理欠損金は、翌年度以降
の純利益により令和4年度に解消された。
③流動比率
　100％を下回っており、全国・類似団体と比較しても低い数
値となっている。今後、企業としての支払能力を高めるため流
動資産の確保に努める必要がある。
④企業債残高対事業規模比率
　全国・類似団体より低い数値となっているが、今後も企業債
残高に留意しながら必要な建設投資を計画的に行っていく。
⑤経費回収率
　100％を下回っており、汚水処理に係る費用の一部が下水道
使用料以外の収入により賄われている状態である。新規に下水
道を敷設する地域は使用料の増加も見込めるが、その反面、工
事費もかかるため経費の削減に努めるとともに適正な使用料を
検討していく必要がある。
⑥汚水処理原価
　全国・類似団体より低くなっており、適切な汚水処理が実施
されていると考えられるが、今後、施設の老朽化への対応が控
えているため、より一層効率的な維持管理を行い、経費を削減
していく必要がある。
⑦施設利用率
　蕨市では県の処理場に送水しているため、値は未記入とな
る。
⑧水洗化率
　99％と高い値を示しているが、下水道整備済地区で浄化槽等
を使用している家屋もあるため、下水道へ接続するよう指導を
行う。

資金不足比率(％)

- 59.94 95.98 85.33 1,309

自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円)

75,282

処理区域内人口(人)

5.11 14,732.29 ■ 当該団体値（当該値）法適用 下水道事業 公共下水道 Ba 非設置

経営比較分析表（令和4年度決算）
埼玉県　蕨市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2) グラフ凡例
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【106.11】 【3.15】 【73.44】 【652.82】

【95.82】【59.10】【138.29】【97.61】

【39.74】 【7.62】 【0.23】


